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アート思考における自己調整学習の評価 
－中学校音楽科におけるGIGAスクール構想対応アカペラ教材による実践－ 

Assessment of Self-Regulated Learning in Art Thinking: 

A Cappella Teaching Material for Junior High School Music Class Based on GIGA School Program 

        内田 有一 
上野学園大学短期大学部 

芸術生成の思考を一般化したものをアート思考と定義した。これは音楽科における音楽的な見方・考え方に

よる思考・判断・表現等と合致する。それは表現において試行錯誤して表現の思いや意図を形成する思考であ

り、学習の調整が働く。学習の調整による主体的な合唱ができるようGIGAスクール構想対応のアカペラ教材

を開発した。これを一人一台の情報端末を用いた個別最適化学習の環境で実践した。学習の調整に関する評価

の実施し、有効性を確認した。 
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1． アート思考とは何か 

1.1. STEAM 教育における Art 

文部科学省によれば，STEAM 教育は次のよう

に定義されている。「Science, Technology, 

Engineering, Art, Mathematics 等の各教科で

の学習を実社会での課題解決に生かしていくた

めの教科横断的な教育」（文部科学省，2019）。

STEM 教育に Art を加えて STEAM 教育となった

が，Art の概念が定まっていない。STEAM 教育

における Art は，芸術，人文社会系のリベラル

アーツとしての教養の 2つの概念が併存してい

ることが指摘されている（辻合ら，2020）。本

研究では芸術の生成過程を一般化した思考をア

ート思考と呼び，STEAM 教育における芸術とし

ての Art の役割と位置付ける。 

1.２.中学校学習指導要領音楽におけるアート思考 

 
中学校学習指導要領音楽解説（平成29年告示）音楽

編（以下，学習指導要領解説）によれば、音楽的な見

方・考え方とは「音楽に対する感性を働かせ，音や音

楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点

でとらえ，自己のイメージや感情，生活や社会，伝統

や文化などと関連付けること」（学習指導要領解説，

2018，p10）と示されている。 
これを図で表してみる。 
 

音楽        

 

① 音楽の構造（知覚）②曲想（感受） 

音楽の構造と曲想との関わりを考える 

         

 

③ ＜関連させる＞   

 

 

 

 

 

図１:音楽的な見方・考え方 

 
中学校音楽科の目標には，「音楽的な見方・考え方

を働かせて」，「(2)音楽表現を創意工夫することや，

音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるよ

うにする」と示されている（学習指導要領解，2018，
ｐ9）。 
これは思考力・判断力・表現力等に関する目標であ

る。「音楽表現を創意工夫するとは，音や音楽に対す

る自己のイメージを膨らませたり，他者のイメージ

に共感したりして，音楽を形づくっている要素の働

かせ方などを試行錯誤しながら，表したい音楽表現

について考え，どのように音楽で表現するかについ

て思いや意図をもつことである」と示されている（学

習指導要領解，2018，p14）。 

自己のイメージや感情 

音や音楽と生活と社会 

音や音楽と伝統や文化などの 

音楽の背景 
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表現における思いや意図は，学習者が創出した自

分なりの価値である。鑑賞におけるよさや美しさを

味わって聴くとは，自分なりに価値や意味を創出す

ることである。音楽的な見方・考え方は、生成の原理

に基づいている。音楽カリキュラムの構成と学習方

法の原理に，生成の原理がある。西園は言う。 
「芸術は，自然の質の世界を感性で捉えそれを誰

もが知覚できるように表現する活動である。芸術は，

自然の質に動かされたわれわれの心のイメージや感

情などの内的経験としての意味を直観という感性的

能力で捉え，それを音・色彩・言葉・身体などの媒体

を通して誰もが知覚できるように表現する活動であ

る。」（西園,2006,p9）。 

このように生成の原理に基づく音楽的な見方・考

え方による音楽科の思考力・判断力・表現力等は，芸

術生成の思考であり、アート思考と合致する。 
 

 ２ 研究の目的 

 

2.１.評価の観点としての学習の自己調整 

自己の学習をモニタリングし，課題解決の方略を

考えて学習を遂行することを学習の自己調整という。 

平成29年告示学習指導要領における評価の観点の

ひとつである「主体的に学習に取り組む態度」の評価

では，「自らの学習を調整しようとする側面」が示さ

れた。 

自己調整学習（self-regulated leaning）について

は国立教育政策研究所よりその重要性が示されてお

り（2015，国研，p63）,今回の学習指導要領改訂にお

いて具現化されたと考えられる。 

自己調整学習は，予見，遂行コントロール，自己省

察からなり，主体的・対話的で深い学びにおける主体

的な学びに反映されている。 

 

2.2.アート思考における自己調整 

  

音楽的な見方・考え方を働かせた思考・判断・表現

等はアート思考と合致している。表現における創意

工夫では、思いや意図を形成するための方略を様々

に考え，遂行していくという学習の調整が働く。 

学習指導要領解説には次のように示されている

（学習指導要領解，2018，p14.）。 

「音楽表現を創意工夫するとは，音や音楽に対する

自己のイメージを膨らませたり，他者のイメージに

共感したりして，音楽を形づくっている要素の働か

せ方などを試行錯誤しながら，表したい音楽表現に

ついて考え，どのように音楽で表現するかについて

思いや意図をもつことである」。 

このように表現の創意工夫とは，どのように表現す

るかという表現意図を「試行錯誤」する自己調整の過

程であるといえる。 

 GIGAスクール構想により，ひとり一台の情報機器

端末を用いた個別学習が開始された。そこでは学習

の調整がより高次な水準で行われ，学習の水準が向

上することが期待できる。 

例えば合唱の授業ではピアノを習っている生徒の

リーダーシップのもと，集団で練習を行うことが一

般的である。そして指揮者を中心に創意工夫に取り

組む。これは，リーダーから表現を教え承る学習にな

る可能性が高い。学習者がよりアート思考を働かせ

るためには学習の主導権を個々の学習者に与える必

要がある。 

そこで情報機器端末の活用により，学習者個々が

自己調整学習を進めることができると考えた。この

環境により，学習者にとって最適化された学習を実

現し，より高い水準でアート思考が働くと考えられ

る。 

そこで，GIGAスクール構想対応のアカペラ教材を

開発した。無伴奏の合唱形態をアカペラ（A cappella）

といい，中世ヨーロッパの教会音楽として誕生した

音楽様式である。現在は少人数のグループでポップ

ス様式の曲を演奏する団体が増え，新しい合唱文化

として定着している。 
アカペラはピアノ等伴奏楽器がないため、音楽表

現を，自己の声によって自律的に構成することが求

められる。こうしたアカペラの特性を生かすことで，

アート思考を働かせて，思いや意図をもち創意工夫

する過程における学習の調整が行われると考えた。 

本研究では，GIGAスクール構想対応のアカペラ教

材を開発し，自己調整学習の評価を行い、主体的に学

びに向かう態度の評価としての有効性を明らかにす

る。 

 

３ 研究の内容 

 

3.1 アカペラ教材の開発 

 

学習者が主体的に学習に取り組むために，中学生
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の生徒が関心をもち好奇心を高めることができる教

材を開発する。いかに「やってみたい」「やりごたえ

がある」「もっとやりたい」という動機付けができる

かが重要ある。アカペラは単にポップス様式という

中学生が慣れ親しんでいる音楽様式というだけでは

なく，テクスチュア（旋律の重なりが織りなす響き）

が既存の教科書教材より高い水準であるゆえに「や

りごたえがある」のである。それが探究する動機付け

として有効であると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2:アカペラ教材楽譜 

 

3.2 自己調整を促す個別学習環境の構築 

 

表現の創意工夫において，情報端末による個別学

習環境を構築することにより，自己の課題を発見し，

課題解決の方略を見出そうとする自己調整学習が成

立するという仮説を設定した。 

使用する情報機器を下記に示す。 

・情報端末 

・楽譜つき動画（記憶用音源） 

・楽譜つき動画（マイナスワン音源） 

・楽譜PDF 

・ヘッドフォン 

・５分岐ケーブル 

教師は情報機器や教材の使い方を説明するに留め，

直接指導することはほとんどしない。学習者がこれ

らを適宜組み合わせて工夫して練習するようにする。 

① 一人で記憶用音源を聞きながら口ずさむ。 

記憶用音源は，自分のパートの音量を100%とする

と，他のパートは20%程度に設定されている。自分の

パートのみでは，他のパートを聴きながら和声感を

獲得することができない。この音量比率にすること

で自分のパートの音が強調され，旋律を把握しやす

くなるとともに,和声感を獲得できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3:個人練習のための記憶用音源 

 

② 同じパートの友達とマイナスワン音源を聞 

きながら口ずさむような，様々な学習形態が可能に

なる。 

マイナスワン音源とは，自分のパートのみミュート

された音源である。これを用いることで，自分のパー

トを把握できたか，マイナスワン音源を聞きながら

確認し，試行ができる。 

この環境により，指導者が直接指導する必要がな

く，学習者が自己調整して練習に取り組むことをね

らった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4:マイナスワン音源 

 

3.3 学習の調整に関する評価の概要 

 

学習の自己調整に関して課題と解決のための方略

を記述させた質問紙調査を実施した。課題と方略が

記述されている場合は3点，課題は明確であるが方

略が不明確な場合を2点，課題，方略のどちらかの

記述であった場合1点とした。 
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４ 学習の自己調整に関する評価 

  

授業後に実施した質問紙の分析結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

χ²＝52.594  ＊＊＊ 

図４ 学習の自己調整の評価結果 

 

A（課題，解決方法が明確）が47.1％，B（課題は明

確であるが，解決方法が不明確）30.1％，C（課題の

み，解決方法のみ）17.6％である。 

Aの学習者は，課題と解決の方略を記しているため，

学習の自己調整により課題解決に至ったと解釈でき

る。 

Bの学習者は，課題を明確にして学習を自己調整し

たが，方略を見いだせなかったと解釈でき，これは学

習の調整が行われたと判断した。 

Cの学習者は課題が明確であるが方略が見いだせ

ない，方略を見いだせたが課題の意識が低いと解釈

し，学習の自己調整は低い水準であったと判断した。 

Dは，課題，方略と無関係の記述のため，学習の自

己調整は行われなかったと判断した。 

以上より。77.2％の学習者が自己調整を行なった

といえる。17.6％の学習者が自己調整が低い水準で

あり,5.1％の学習者が自己調整が不十分であったと

判断した。 

以上より情報機器を用いたアカペラによる個別学

習は，自己調整学習として有効であることが認めら

れた。 

 

５ まとめと今後の課題 

  研究から，個別学習環境によるアカペラ教材は

自己調整学習において有効であることが確認でき

た。この曲は教科書教材より難易度が高いが，20分

の個別学習を2回行うことで歌唱ができたことは，

個別学習環境において学習の自己調整が有効に機

能したと考えられる。今後は学習者個々の表現意

図の評価を通して，アート思考の質におけるアカ

ペラの効果を明らかにしたい。 
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